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【各試合の結果・詳細】
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1
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鈴木　茂明

12

１９分伴田

2 勝 分 敗

ジャッジ
アンパイア

テクニカルオフィサー

山梨学院ＣＲＯＷＮＩＮＧ　ＧＬＯＲＩＥＳ

５５分東

敗

山梨学院
南都銀行

根岸　郁美

　山梨学院ＣＲＯＷＮＩＮＧ　ＧＬＯＲＩＥＳのパスバックで始まった。立ち上がりから南都銀行がパスをつ
なぎ攻勢に進めるが山梨学院の堅い守りにより得点できない。１９分山梨学院は、カウンターからＰＣ
を得るとＦＢ＃１伴田が左下にシュートを決め先制。１点を追い南都も反撃するが山梨学院の堅い守り
に阻まれ１－０で前半が終了。
　後半に入っても攻守の切り替えの早い展開が続く。５５分南都銀行は、カウンターから＃８為藤のパ
スを受けたＦＷ＃５東が鮮やかにシュートを決め同点とした。その後は、互いに攻め込むものの決め手
を欠き同点のまま試合終了。

南都銀行

勝点

第2試合
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1 天理大学ベアーズ
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第1試合
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ＳＯＮＹ
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天理大学

　立ち上がりから試合は動いた。開始直後の２分、ソニーＨＣ　ＢＲＡＶＡＩ　Ｌａｄｉｅｓ　ＦＢ＃４村上が右上
に決め先制した。続く、１４分にもＦＷ＃７徳島がＰＣからタッチシュートを右下に決め、追加点をあげ
る。
　ゲームを支配したＳＯＮＹは、２８分にＰＣのタッチシュートをＦＷ＃９金が、３０分にはＦＢ＃４村上がＰ
Ｃから左上に決め、大きくリードして前半を終了した。
　後半に入ってもＳＯＮＹは４０分、相手パスのインターセプトからＦＷ＃１２藤尾が押し込み、リードを広
げた。反撃したい天理大学ベアーズは５３分、ＰＣからＦＷ＃１０遠藤がタッチシュートを右下に決め、１
点を返したが、すでに遅く、終了間際の６８分には、ＳＯＮＹがカウンターからＦＷ＃２３石田、更に７０分
にもＰＣからＦＢ＃４村上のシュートを許し、７－１の大差でＳＯＮＹが勝利した。

アンパイア
野澤　茂

５３分遠藤

野澤　達
テクニカルオフィサー

２分村上、１４分徳島、２８分金、３０分村上、４０分藤尾、６８分石田、７０分村上

ジャッジ 君島　恵美
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コカ･コーラウエストレッドスパークス
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東海学院 ６９分佐々木
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2 立命館大学ホリーズ
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アンパイア
鈴木　茂明

ジャッジ 相馬　知恵子

１分金、３分新井、５分駒澤、１１分小野、１３分小野、４８分新井、５６分川端、６７分新井

第4試合

野澤　光代
浅野　久雄

　コカ･コーラウエストレッドスパークスは、立ち上がりからパスとスピードでゲームを支配する。ＣＣＷＲ
は１分、カウンターからＦＷ＃１６金のドリブルシュートで先制すると、３分にはＦＷ＃９新井がＰＣから、
５分にもＭＦ＃１１駒澤がＰＣのタッチシュートで追加点をあげた。攻撃の手を緩めないＣＣＷＲは１１
分、１３分にＤＦ＃８小野がいずれもＰＣからシュートを決め、５－０で前半を折り返した。
　後半に入ってもＣＣＷＲペースで試合は進み、４８分ＦＷ＃９新井がＰＣで、５６分ＦＷ＃１５川端、６７
分ＦＷ＃９新井がいずれもフィールドゴールを決め、大差をつけた。東海学院大学は、終了間際６９分
にＰＣからＦＢ＃６佐々木がゴール左下にクリーンシュートを決め一矢を報いるのがやっとであった。

テクニカルオフィサー

グラクソ・スミスクライン

グラクソ ７分阿久津、２５分若柳、３７分川崎、５６分若柳

敗
6
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勝点 勝点 0

2

立命館大 ３３分畑野、４４分中山

03 0 勝2 勝 0 分

　地元開催で勝点を増やしたいグラクソ・スミスクラインは、立ち上がりからペースをつかみ、優位に試
合を進める。７分、ＭＦ＃１７阿久津がＰＣの混戦から押し込み、先取点を挙げた。２５分にもＭＦ＃１０
若柳が右からのセンターリングを合わせ、２－０とした。反撃を試みる立命館大学ホリーズも３３分、Ｍ
Ｆ＃１２畑野が右から切り込み、リバースシュートを決め、２－１として前半を折り返した。
　後半に入っても攻撃に出るグラクソは３７分、ＰＣからＦＢ＃３川崎がシュートを決め、３－１とした。立
命館大も少ないチャンスから４４分、ＰＣを得るとＦＷ＃５中山がタッチシュートを決め、食い下がる。５０
分には立命館大が決定的シュートチャンスをつかむが、グラクソＧＫ大家のファインセーブで追いつくこ
とが出来ない。逆に、グラクソは５６分、ＭＦ＃１０若柳がＰＣからシュートを決め突き離し、４－２として
ゲームを終えた。

分 5 敗

テクニカルオフィサー 越湖　隆一
アンパイア

山田　恵美
ジャッジ 君島　恵美 我妻　順子
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